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輪文内容の要旨
ショウガ科Globbα属は東南アジア熱帯一帯から4節約100種が知られている。
分類学的研究が進んでいない、インドネシア、スマトラ島のGlobba属植物について記載を再検討した。
丙スマトラ、北スマトラ、アチェ各州での現地調査と、ボゴール、シンガポール、ヨーロッパの各標本庫
での標本調査により o 5新種と l新変種を認めた。またスマトラ島には14種4変種が分布していることが
明らかになった。そのうち3種がCeratanthera節、 1種はMarantella節植物であった。
スマトラ島や他地峡のCeratanthera節とMarantella節植物の計18種 2変種について、染色体数、核型、
花粉稔性を調べた。結果、調べた総ての種は2n=32あるいは48であり、花粉稔性と核型分析の結果は、前
者が2倍体、後者が3倍体で、 Ceratanthera節とMαrαntella節の染色体基本数が16であることを示唆した。
また湿潤熱帯域のMαrantella節植物は3倍体が多いことが明らかになった。
核リボゾーム遺伝子の遭伝子問領域(lTS)と葉緑体遺伝子 (trnK)の塩基配列を決定し分子系統学的解
析を行った。 ITSとtrnKの塩基配列データから得られたそれぞれの系統樹のトポロジーはほぼ同じであっ
た。 Ceratanther，α節とMarantella節はどちらの系統樹上でもひとつにまとまらず、これらの節の再検討の
必要性を不唆した。 Mαrantel.α節植物は湿潤熱帯域の種とモンスーン域の種でそれぞれまとまり、これら
の種がそれぞれの地域で独立に分化してきたロJ能性があることが明らかになった。湿潤熱帯域のGlobba属
植物は形態的な多様化が著しいが、これらは繰り返し起こった3倍体形成によって生じてきたと考えられ
る。
融文審査の結果の要旨
この研究は、熱帯域の代表的な草本植物であるショウガ科のうち、 Globba属を対象とし、湿潤熱帯域で
同属植物がどのように多糖化しているのかを明らかにしようとしたものである。
まず、特に研究の進んでいないインドネシア、スマトラ島のGlobba属植物について記載分類学的研究
を行い、 5新種と l新変種を含む14種4変積を認め、記載を行った。次にスマトラ島および他地域の
Ceratαnthera節とMαrantellα節植物の計18種2支種について、染色体数、核型、花粉稔性を調べた。解析
した総ての種は2n=32あるいは48であり、花粉稔性と核型分析の結果は、前者が2倍体、後者が3倍体で、
Ceratαntherα節とMarantellα節の染色体基本数が16であることを示唆した。また湿潤熱帯域のMαrantella
節植物は3倍体が多いことが明らかになった。さらに、核リボゾーム遺伝子の遺伝子間領域 (ITS)と
葉緑体遺伝子 (trnK)の塩基配列を決定し分子系統学的解析を行った。lTSとtrnKの塩基配列データから
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得られたそれぞれの系統樹のトポロジーはほぼ同じであった。 Cer-atanther，α節とMαrantellα節はどちらの
系統樹卜でもひとつにまとまらず、これらの節の再償討の必要性を示唆した。 Maranlellα節植物は視澗熱
情域の種とモンスーン域の種でそれぞれまとまり、これらの種がそれぞれの地域で独立に分化してきた可
能性があることが明らかになった。湿潤熱帯域のGlobbα属植物は形態的な多様化が著しいが、これらは繰
り返し起こった3倍体形成によって生じてきたと考えられる。
この研究は、最も種が撃寓で多様であるとされながら研究がほとんど進んでいない湿潤熱帯域で、そこ
に産する植物の多様さの様相や要凶について明らかにした数少ない研究例であり、今後の植物分類学、生
態学の発展に寄与するところ大である。よって本論文は博上(理学)の学位を授与するに値すると審査し
た。
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